
1.序論 
物流センターや倉庫といった物流現場では顧客へ

のサービスレベルを大きく向上させながら、利益

確保のために増大し続ける物流コストを、多くの

工夫と努力で継続して引き下げなければならない

という命題を抱えている。この物流コストの削減

のために物流改善が現場でも必要となっている。

自分が働いている現場では日々ミスが発生し、ミ

スにより作業時間の延長などを余儀なくされてい

る。よって改善を施す時期に来ていると感じてい

る。よって本研究では実際の現場作業において改

善案を実行し効果の検証をしてみる。 
2.現状把握からミスの現状 
改善案を作成するためには正しい現状把握を行い、

それから問題点の分析をしていく必要がある。本

研究で対象とする作業は、種まき方式による冷凍

食品の仕分けである。１日平均 3000 バラ。平均ア

イテム数は 400 ほどである。下の図は仕分け作業

のフロー図である。 

 
作業の中でミスはいくつか存在する。そのミスの

中で、日々発生していて、作業時間の延長の原因

となっている「誤配」と「数違い」の２つのミス

を軽減させる改善案を立案してみる。 
3.改善案抽出及び比較検討 
①原因の分析→②改善案の作成→③改善案の評価

→④改善案の実行という流れに従い改善案の立案

から決定までをこの章で行う。「誤配」・「数違い」

というミスは、作業をしていく上での様々な間違

いから発生している。この間違いが原因となり、

その原因は、慣れや焦りといった要因から発生し

ている。よって改善案は、これらの要因と対応さ

せて複数案を立案した。そして、複数案の中から

評価項目や自分の制約条件などから１つに絞りこ

んだ。改善案は最もコストがかからず、導入のし

やすさなどにより「作業手順増」となり、具体的

には「チェックリストの導入」となった。 
4.改善案実行及び効果の検証 
「チェックリストの導入」に決まった改善案を実

際の現場で実行した。チェックリストとは、仕分

けをした際に同時に検品もできるシートを用意し

て、そこにチェックを入れることができるもので

ある。2008 年 9 月の一か月間実施した。結果は、

期待通り誤配と数違いの件数を減らすことができ

た。それに加えて、作業手順を増やしたことから

作業時間は延長されると考えていた。しかし、実

際には作業時間の短縮という副次的な効果を得る

ことができた。この要因としては、以前の作業方

法ではミスが発生した場合それを修正するために

時間がとられていたが、改善案によりミスが発生

しなくなったため、修正の時間がかからなくなっ

たためである。 
5.結論 
ミスの減少は期待通りの結果を得ることができた。

一か月間を通し誤配数は 0 となり、数違いも平均 3
日に 1回となった。今回の改善案は成功と言える。

改善は小さなことでも大きな影響を与えるのでこ

れからも日々問題が発生するたびに行っていくべ

きものである。現場から改善がなされることで物

流コスト全体の減少につながり、働く人たちの負

担軽減となるべく改善を模索していくべきである。 
表１ 誤配送数と数違いの集計表 
実施前 2008 年 8 月 1 日～31 日  
実施後 2008 年 9 月 1 日～30 日 

実験前 誤配 数違い 実 験後 誤配 数違 い

8 月1 日 2 3 9 月 1 日 0 0

8 月2 日 0 1 9 月 2 日 0 0

8 月3 日 4 1 9 月 3 日 0 0

8 月4 日 0 2 9 月 4 日 0 0

8 月5 日 0 0 9 月 5 日 0 0

8 月6 日 6 4 9 月 6 日 0 2

8 月7 日 8 2 9 月 7 日 0 2

8 月8 日 4 4 9 月 8 日 0 0

8 月9 日 2 3 9 月 9 日 0 0

8 月1 0日 6 8 9 月1 0日 0 2

8 月1 1日 0 1 9 月1 1日 0 0

8 月1 2日 6 0 9 月1 2日 0 0

8 月1 3日 5 2 9 月1 3日 0 0

8 月1 4日 2 2 9 月1 4日 0 0

8 月1 5日 0 2 9 月1 5日 0 0

8 月1 6日 6 3 9 月1 6日 0 0

8 月1 7日 8 3 9 月1 7日 0 0

8 月1 8日 2 2 9 月1 8日 0 0

8 月1 9日 0 1 9 月1 9日 0 2

8 月2 0日 4 0 9 月2 0日 0 2

8 月2 1日 2 3 9 月2 1日 0 4

8 月2 2日 2 2 9 月2 2日 0 0

8 月2 3日 2 2 9 月2 3日 0 0

8 月2 4日 0 0 9 月2 4日 0 0

8 月2 5日 4 4 9 月2 5日 0 2

8 月2 6日 0 3 9 月2 6日 0 2

8 月2 7日 2 1 9 月2 7日 0 0

8 月2 8日 0 0 9 月2 8日 0 2

8 月2 9日 4 1 9 月2 9日 0 2

8 月3 0日 4 3 9 月3 0日 0 0

8 月3 1日 2 4

平均 2 .8 1 2 .1 6 平 均 0 0 .7 3 
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